	分野名
	マネジメント分野（ビジネス・マネジメント）

	教科書
	東京法令出版　ビジネス・マネジメント

	単元
	章
	第１章　ビジネスとマネジメント

	
	節
	第２節　イノベーションの重要性

	教材
タイトル
	ビジネスで未来を作り出そう２

	教材からの学び
	１　未来のビジネスの在り方について考察する。
２　情報整理能力や、発想力を養う。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	
＜１時間目　グループワーク＞
１　ワークシートを配付し、各グループ１つずつ課題を与える。各グループに分かれ、その課題について情報整理をし、考察する。なるべく６つの課題をいずれかのグループが担当するようにする。グループは４人～６人構成を想定している。
　　事前にどの情報を調べてまとめるか役割分担を決める。
　　インターネットの情報を活用してよい。
　　次回の授業時間までに事前学習させる。
　（50分）

＜２時間目　グループワークとジグソー学習＞
２　グループに分かれ、自らのアイデアを出し、これから来るかもしれない「未来」の姿から、今後「つくり出したい未来の姿」を考察する。
　（25分）
３　グループごとに、発表し、ジグソー学習をする。
　（25分）
４　振り返りシートを活用して、振り返りをする。
　（次回の授業時間までの課題とする）
















グループワーク　「ビジネスで未来を作り出そう２」　授業計画

■本単元の位置付け
第１章　ビジネスとマネジメント
第２節　イノベーションの重要性

■本単元の目標
＜１時間目＞
・与えられた課題から、情報整理力と課題解決力を身に付ける。

＜２時間目＞
・これから来るかもしれない未来の姿と、つくり出したい理想の未来の姿を対比しながら考察する力を身に付ける。
・他者の発表から、ビジネスプランについて多面的・多角的に考察する力を身に付ける。

■評価の規準
【Ａ】知識・技術
　・これから来るかもしれない未来の姿について理解している。
　・つくり出したい理想の未来の姿について理解している。

【Ｂ】思考・判断・表現
　・来るかもしれない未来の姿と、作り出したい理想の未来の姿を対比しながら、考察しようとしている。
・自分と他人の意見を結び付けながら、よりよいアイデアにしようとしている。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・課題解決に対して、主体的に取り組もうとしている。
　・グループワークの中で、積極的に発言しようとしている。

■留意事項
グループワークが円滑に進むように、適宜教員から指導・助言を行う。






「これから来るかもしれない未来の姿」について考えてみましょう
１　グループに分かれましょう。グループで次の６つのテーマの中から、
（１）それぞれの単語の意味を調べ（２）グループで１つのテーマを選びましょう。なるべく、６つの課題をいずれかのグループが担当できるようにしましょう。
テーマ１　インクルージョンとダイバーシティ
　インクルージョン・・

　ダイバーシティ・・

　　テーマ２　共生コンピューティング
　　　共生コンピューティング・・

　　テーマ３　サーキュラーエコノミー
　　　サーキュラーエコノミー・・

　　テーマ４　リジェネレーション（環境再生型事業）とサステナブル（持続可能）
　　　リジェネレーション・・

　　　サステナブル・・

　　テーマ５　ライフサイクルアセスメント（LCA）とHigg　MSI、グリーンウォッシュ規制
　　　ライフサイクルアセスメント・・
　　　Higg・・
　　　MSI・・
　　　グリーンウォッシュ規制・・
　　テーマ６　ウェルネス関連市場、ウェルビーイング関連市場
　　　ウェルネス関連市場・・

　　　ウェルビーイング関連市場・・
（　　　）年（　　　）組（　　　）番名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２　グループで調べ学習をし、その課題や事例についてまとめてみましょう。
	選んだ課題
	

	調べた情報
	具体的な数字や事例をあげてみましょう。



（　　　）年（　　　）組（　　　）番名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３　各グループで情報を共有したら、これから来るかもしれない「未来」の姿から、今後「つくり出したい理想の未来の姿」を考えてみましよう。以下のヒントを参考にしてみましよう。
　〇ヒント１　ＡさんとＢさんの会話
　　Ａさん：未来の情報通信やテクノロジーが発達し、未来の産業構造が変わった場合、どんなことが想定されるのかな？
　　Ｂさん：高度な技術を使っていくと、それに対応できない高齢者の方や、社会的弱者と呼ばれる人はどうすればいいんだろう。さらに、そういう人たちが、高度な技術を使った犯罪に巻き込まれてしまう可能性もあるよね。

　〇ヒント２　ＣさんとＤさんの会話
　　Ｃさん：医療技術が進むことで、治療よりも、予防が重視される時代がくるんだね。それは、健康寿命が延びるということだよね。
　　Ｄさん：そうだね。健康寿命が長くなればなるほど、これからは、より自分らしさを重視した生活ができるわけだよね。

　〇ヒント３　ＥさんとＦさんの会話
　　Ｅさん：ますますプラットフォーマーが巨大化しているよね。
　　Ｆさん：世界のＩＴ企業だと、ＧＡＦＡＭというのが有名だよね。Google、Amazon、Facebook、Apple、Microsoftの５つだよね。今でこそ、ＩＴの世界では、プラットフォームが浸透しないとビジネスが成り立たないと言われているよ。また最近は、ＧＡＦＡＭにＡＩ関連企業を加えたマグニフィセント・セブン（ＧＡＦＡＭ＋NVIDIAとTesla）や、生成ＡＩの登場によって、ＧＡＦＡＭからＧＯＭＡ（Google、OpenAI、Microsoft、Anthropic）へとビッグテック企業（巨大ＩＴテクノロジー企業）が変わりつつあるんだよ。
　　Ｅさん：日本でも、マイナンバーカードを使って、行政がデジタル化する動きがあるよね。
　　Ｆさん：でも、こんなに世界中がＡＩやデジタル化に依存して、大丈夫なのかな。
　　Ｅさん：そうだね。利便性や効率性を追い求めているけど、本当に大切なのは何なのかな。
　　Ｆさん：都市部で、ＡＩやデジタル化が進むのは賛成だけど、地方都市や過疎化が進む田舎の地域では、まだまだ助け合いが必要な環境も多いよね。福祉や経済の分野が、ＡＩやデジタル化ですべて解決するのかな。

　〇ヒント４　ＧさんとＨさんの会話
　　Ｇさん：日本は、高度経済成長期を経験し、たくさんの製品や商品を製造してきたよね。
　　Ｈさん：そうだね、地球から資源を「受けとって」作ってきたから、これからは地球に資源を「返していく」意識も必要だよね。少ない資源を共有して、再利用可能な形で供給していくビジネスの循環システムが求められるよね。
　　Ｇさん：一方で、スペイン・バルセロナにあるカタルーニャ高等建築研究所（ＩＡＡＣ）が提唱した都市の未来像に、「ファブシティ」というのがあるみたいだよ。
	グループで考えた「今後、つくり出したい理想の未来の姿」


４　各グループで共有した情報を共有して、ジグソー学習をしましょう。他のグループの発表を簡単にメモしましょう。気になったキーワードをメモできたら、家に帰って調べてみるといいですね。
	テーマ１
	インクルージョンとダイバーシティ

	

	テーマ２
	共生コンピューティング

	

	テーマ３
	サーキュラーエコノミー

	

	テーマ４
	リジェネレーション（環境再生型事業）とサステナブル（持続可能）

	

	テーマ５
	ライフサイクルアセスメント（LCA）とHigg　MSI、グリーンウォッシュ規制

	

	テーマ６
	ウェルネス関連市場、ウェルビーイング関連市場

	



（　　　）年（　　　）組（　　　）番名前（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
これより教師用参考資料
「これから来るかもしれない未来の姿」について考えてみましょう
１　グループに分かれましょう。グループで次の６つのテーマの中から、
（１）それぞれの単語の意味を調べ（２）グループで１つのテーマを選びましょう。なるべく、６つの課題をいずれかのグループが担当できるようにしましょう。
テーマ１　インクルージョンとダイバーシティ
　インクルージョン・・多様な背景や能力を持つ人々が、社会や組織において平等に参加し、尊重される状態を目指す取り組み。
ダイバーシティ・・異なる性別、文化、経歴、考え方を持つ個人が共存し、相互に尊重し合うことにより、豊かな社会を形成する概念。
　　テーマ２　共生コンピューティング
　　共生コンピューティング・・人とＡＩやロボットが協力し合い、互いの強みを生かしながら共存し、より良い社会を創造する技術とアプローチ。
　　テーマ３　サーキュラーエコノミー
　　サーキュラーエコノミー・・資源を無駄にせず、製品や素材を繰り返し利用することで、廃棄物を最小限に抑える持続可能な経済モデル。
　　テーマ４　リジェネレーション（環境再生型事業）とサステナブル（持続可能）
　　リジェネレーション・・自然環境を修復・再生し、持続可能な状態を回復する取り組み。未来の世代に豊かな自然を残すことを目指す。
　　サステナブル・・環境、経済、社会のバランスを保ちながら、現在と未来のニーズを満たすための持続可能な発展を推進する概念。
　　テーマ５　ライフサイクルアセスメント（LCA）とHigg　MSI、グリーンウォッシュ規制
　　ライフサイクルアセスメント・・製品の製造から廃棄までの全過程を通じて、環境への影響を評価・管理する手法。
　　Higg・・アパレル業界の持続可能性を評価するためのツール。環境や社会への影響を測定し、改善の指標を提供する。
　　MSI・・繊維業界で使用される原材料の持続可能性を評価する指標。環境や社会への影響を数値化し、透明性を高める。
　　グリーンウォッシュ規制・・企業が誤解を招く環境に関する主張を防止するための規制。消費者保護と持続可能な市場の形成を目指す。
　　テーマ６　ウェルネス関連市場、ウェルビーイング関連市場
　　ウェルネス関連市場・・身体的、精神的健康を向上させる製品やサービスを提供する市場。
　　ウェルビーイング関連市場・・個人の生活の質や幸福感を向上させる製品やサービスを提供する市場。健康だけでなく、全体的な幸福を追求。

